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ちの市議会だより　第 47号　　2

千
７
０
７
万
５
千
円

• 

商
店
街
等
活
性
化
事
業
費（
ま
ち
の
３
０
０

ク
ー
ポ
ン
事
業
）
８
千
70
万
円

• 

温
泉
施
設
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
金

６
７
０
万
円

• 

諏
訪
広
域
連
合
消
防
特
別
会
計
負
担
金
１

千
１
０
６
万
５
千
円

• 

永
明
小
中
学
校
建
設
事
業
費
（
社
会
体
育

館
建
設
工
事
）
１
億
１
千
５
０
０
万
円

• 

市
民
館
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
金
１

千
５
０
０
万
円

• 

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
支
援
金
１
千
１
０
０
万
円

議
案
第
56
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
９
２
６
万
９
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
４
千

１
８
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

補
正
の
内
容
（
歳
出
）

• 
諏
訪
広
域
連
合
保
険
料
納
付
金
２
千
９
２

６
万
９
千
円

議
案
第
57
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

全会
一致で

可
決

賛成多数
により

認
定

予
算
決
算
委
員
会�

�

（
９
月
11
日
、
13
日
、
14
日
）

委
員
長　

小
尾　
一
郎

議
案
第
55
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２
千
７
３
９
万
３

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５

６
億
２
千
２
２
５
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
の
内
容
（
歳
出
）

• 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
再
構
築

費
７
７
２
万
８
千
円

• 

通
学
・
生
活
・
観
光
路
線
バ
ス
運
行
事
業

補
助
金
１
千
２
８
６
万
４
千
円

• 

市
税
過
年
度
分
過
誤
納
還
付
金
２
千
２
５

０
万
円

• 

課
税
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
１
千
58
万
５

千
円

• 

温
泉
施
設
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
支
援
金

２
千
８
５
０
万
円

• 

私
立
認
定
こ
ど
も
園
等
支
援
事
業
費
（
物

価
高
騰
対
策
）
９
０
０
万
円

• 

旧
国
保
診
療
所
経
営
移
譲
寄
付
金
１
億
８

全会
一致で

可
決

　
歳
入
決
算
額
３
０
９
億
９
８
７
万
７
千
４

１
３
円
、
歳
出
決
算
額
２
９
１
億
２
８
０
万

４
千
８
８
２
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
18
億

７
０
７
万
２
千
５
３
１
円
、翌
年
に
繰
り
越
す

べ
き
財
源
９
千
９
３
８
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
17
億
７
６
９
万
２
千
５
３
１
円
。

令
和
４
年
度
予
算
の
主
な
使
い
道

　
永
明
小
中
学
校
建
設
事
業
と
そ
れ
に
伴
う

周
辺
整
備
事
業
、
道
路
整
備
及
び
舗
装
修
繕

事
業
、
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、
陸
上
競

技
場
第
３
種
公
認
更
新
改
修
工
事
、
道
路
橋

梁
・
河
川
・
農
業
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
、

都
市
Ｏ
Ｓ
構
築
事
業
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ

連
携
基
盤
及
び
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
構
築
事
業
、

新
地
域
公
共
交
通
事
業
、
子
育
て
世
帯
及
び

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
支
給
事
業
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
事
業
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
。

　
反
対
討
論　

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の
認
定
に
は
反
対
。

　
反
対
理
由
の
一
つ
目
と
し
て
、
令
和
２
年

よ
り
従
来
の
臨
時
・
嘱
託
職
員
の
呼
称
が
会

計
年
度
任
用
職
員
と
変
わ
り
、
本
来
な
ら
ば

制
度
改
正
で
待
遇
が
よ
く
な
る
べ
き
と
こ
ろ

を
、
当
市
で
は
時
間
給
は
上
が
っ
た
も
の
の

労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
年
収
は
減
額
し

た
。
休
日
が
増
え
た
と
は
い
え
、
働
く
者
は

最
終
的
に
は
賃
金
。
ま
し
て
や
会
計
年
度
任

用
職
員
の
待
遇
は
そ
の
自
治
体
に
委
ね
ら
れ

各
委
員
会
に
お
け
る

主
な
議
案
の
審
査

　茅野市議会 9月定例会は、8月 29日（火）から 9月 22日（金）
までの会期で開催されました。

　9月議会は主に前年度の決算が審査・認定されるため「決算議会」と呼ばれており、令和 4年度決算を 2
日にわたり審査をしたほか、令和 5年度補正予算、市道の認定および廃止、条例案件、人事案件など 26議案
が審議され、いずれも原案のとおり可決、認定、同意されました。
　議会は市の予算が適正に使われているか審査をし、その効果を調べて評価をする重要な役割を担っています。

令和5年9月定例会
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８
千
５
９
９
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
１
億

１
千
１
４
８
万
５
千
９
８
２
円
（
翌
年
度
へ

繰
り
越
し
）。

議
案
第
59
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
８
億
９
千
２
７
１
万
５
千
８

４
６
円
、
歳
出
決
算
額
８
億
６
千
３
４
４
万

７
千
３
３
６
円
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
２
千

９
２
６
万
８
千
５
１
０
円
（
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
）。

議
案
第
60
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
国
民

健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
総
収
益
２
億
２
千
６
２
５
万
９
千
33
円
、

総
費
用
２
億
１
千
８
４
４
万
２
千
５
３
０
円
、

純
利
益
７
８
１
万
６
千
５
０
３
円
。

議
案
第
61
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
水

道
事
業
会
計
決
算
の
認

定
及
び
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

　
総
収
益
12
億
８
千
５
１
８
万
６
千
４
８
２

円
、
総
費
用
10
億
７
千
３
３
０
万
９
千
６
１

５
円
、
純
利
益
２
億
１
千
１
８
７
万
６
千
８

全会
一致で

認
定

全会
一致で

認
定及び 可

決

全会
一致で

認
定

６
７
円
、
議
会
の
議
決
に
よ
る
剰
余
金
処
分

額
３
億
３
千
６
１
１
万
５
７
１
円
（
資
本
金

へ
組
入
）。

議
案
第
62
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
下

水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定
及
び
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

　
総
収
益
22
億
３
千
５
２
７
万
３
千
25
円
、

総
費
用
18
億
４
千
１
３
５
万
３
千
３
８
８
円
、

純
利
益
３
億
９
千
３
９
１
万
９
千
６
３
７
円
、

議
会
の
議
決
に
よ
る
剰
余
金
処
分
額
３
億
５

千
３
５
５
万
７
５
１
円
（
資
本
金
へ
組
入
）。

議
案
第
63
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
米
沢
鋳
物

師
屋
財
産
区
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
収
入
済
額
３
千
５
４
６
万
１
千
５
０
５
円
、

支
出
済
額
３
千
４
９
１
万
６
千
７
０
９
円
、

歳
入
歳
出
差
引
残
額
54
万
４
千
７
９
６
円
。

議
案
第
64
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
豊
平
下

菅
沢
財
産
区
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
収
入
済
額
６
６
４
万
１
千
６
３
７
円
、
支

出
済
額
５
４
０
万
３
千
１
４
２
円
、
歳
入
歳

出
差
引
残
額
１
２
３
万
８
千
４
９
５
円
。 及び 可

決

全会
一致で

認
定

全会
一致で

認
定

全会
一致で

認
定

て
い
る
。
そ
の
証
に
決
算
書
に
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
そ
の
職
場
に
よ
っ
て
賃
金
に
差
が

あ
る
。
特
に
指
摘
し
た
い
の
は
市
庁
舎
内
で

働
く
事
務
職
員
や
、
学
校
で
営
繕
に
関
わ
る

人
の
待
遇
。

　
二
つ
目
は
、
令
和
４
年
10
月
か
ら
始
ま
っ

た
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
の
ら
ざ
あ
」

の
件
。
い
ろ
い
ろ
な
不
具
合
は
こ
れ
か
ら
の

丁
寧
な
対
応
で
改
善
さ
れ
る
と
思
う
。
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
と
便
利
に
な
っ
た
こ
と
は
と

て
も
歓
迎
を
す
る
が
、
そ
の
運
行
エ
リ
ア
か

ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
賛
成
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
早
急
な
改
善
を
望
む
。

　
「
行
財
政
改
革
待
っ
た
な
し
！
」
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
、
事
務
事
業
評
価
は
重
要
だ
と

考
え
る
。
し
か
し
、
令
和
３
年
・
４
年
の
中

に
そ
の
記
載
は
な
い
。
方
向
性
と
し
て
は
大

き
な
括
り
の
中
で
政
策
の
評
価
を
す
る
と
の

話
だ
が
、
正
式
に
今
後
の
事
業
評
価
の
話
は

聞
い
て
い
な
い
。
政
策
の
評
価
も
、
行
政
改

革
推
進
を
確
か
な
も
の
に
す
る
に
は
、
ま
ず

は
事
業
の
評
価
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
は
言
葉
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
理

解
で
き
る
評
価
書
が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
、

事
業
評
価
に
対
し
て
今
後
の
方
向
性
を
、
き

ち
ん
と
内
外
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
賛
成
討
論　

　
令
和
４
年
度
は
予
算
に
沿
っ
た
事
業
が
執

行
さ
れ
、
永
明
小
中
学
校
校
舎
建
設
工
事
や

周
辺
整
備

な
ど
の
大

型
事
業
を

実
施
し
な

が
ら
も
、

当
初
予
算

計
上
し
た

財
政
調
整

基
金
等
４

億
円
を
取

り
崩
す
こ

と
な
く
、

さ
ら
に
５
年
度
へ
繰
り
越
す
実
質
収
支
も
約

17
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

令
和
４
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
は
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
付
け
加
え
る
と
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は

時
給
の
ア
ッ
プ
に
よ
り
待
遇
が
よ
く
な
っ
て

い
る
。
長
時
間
の
勤
務
が
で
き
な
く
な
っ
た

と
い
う
の
は
、
長
時
間
の
勤
務
を
望
む
の
な

ら
、
そ
う
い
う
職
場
を
選
択
す
べ
き
で
、
そ

の
方
の
希
望
に
合
わ
せ
て
時
間
が
決
ま
る
も

の
で
は
な
い
と
思
う
。

議
案
第
58
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
53
億
９
千
６
８
６
万
４
千
５

８
１
円
、
歳
出
決
算
額
52
億
８
千
５
３
７
万

全会
一致で

認
定 各決算を 2日にわたり慎重に審査
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議
案
第
65
号

令
和
４
年
度
茅
野
市
泉
野
大

日
影
財
産
区
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
収
入
済
額
２
６
２
万
６
千
６
０
９
円
、
支

出
済
額
９
万
２
千
５
４
３
円
、
歳
入
歳
出
差

引
残
額
２
５
３
万
４
千
66
円
。

総
務
環
境
委
員
会
（
９
月
15
日
）

委
員
長　

野
沢　
明
夫

議
案
第
42
号

令
和
３
年
度
永
明
小
中
学
校

校
舎
建
設
建
築
主
体
工
事
の

変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
永
明
小
中
学
校
校
舎
建
設

建
築
主
体
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
急

激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
請
負
金
額

が
適
当
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
請
負

契
約
書
の
規
定
に
基
づ
き
契
約
内
容
の
一
部

を
変
更
し
た
い
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
。
変

更
増
加
額
１
億
１
千
６
７
２
万
１
千
円
、
変

更
後
請
負
代
金
額
40
億
４
９
９
万
円

問
労
務
単
価
の
上
昇
分
が
確
実
に
下
請
け

に
支
払
わ
れ
て
い
る
か
の
確
認
は
。

答
契
約
要
領
に
お
い
て
、
適
正
な
賃
金
基

準
に
よ
る
賃
金
の
支
払
い
の
た
め
、
労

働
者
保
護
の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置
を
と
る

と
い
う
こ
と
で
契
約
し
て
い
る
。
ま
た
、
賃

全会
一致で

認
定

全会
一致で

可
決

金
は
事
業
者
と
労
働
者
と
の
労
働
契
約
で
あ

り
、
市
は
関
与
で
き
な
い
。

問
工
期
延
長
に
伴
う
３
年
生
の
校
舎
使
用

と
、
引
っ
越
し
へ
の
影
響
は
。

答
３
年
生
の
校
舎
使
用
は
、
供
用
開
始
が

も
と
も
と
令
和
６
年
４
月
で
あ
り
想
定

に
な
い
。
引
っ
越
し
も
、
建
物
自
体
の
工
事

は
１
月
に
は
終
了
予
定
で
支
障
は
な
い
。

問
工
期
延
長
に
伴
う
再
度
の
増
工
・
変
更

の
可
能
性
は
。

答
残
工
事
は
少
な
く
、
建
築
主
体
工
事
の

増
加
分
は
少
な
い
。
外
構
工
事
が
メ
イ

ン
で
、価
格
見
直
し
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問
増
額
分
の
財
源
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の

補
助
金
は
。

答
交
付
金
は
無
く
起
債
で
対
応
す
る
。
90

％
が
起
債
、
10
％
が
一
般
財
源
。
起
債

の
償
還
額
の
半
分
は
交
付
税
措
置
。
補
助
金

は
無
い
。

議
案
第
43
号

令
和
３
年
度
永
明
小
中
学
校

校
舎
建
設
電
気
設
備
工
事
の

変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
永
明
小
中
学
校
校
舎
建
設

電
気
設
備
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
急

激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
請
負
金
額

が
適
当
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
請
負

契
約
書
の
規
定
に
基
づ
き
契
約
内
容
の
一
部

を
変
更
し
た
い
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
。
変

更
増
加
額
５
千
５
８
０
万
３
千
円
、
変
更
後

請
負
代
金
額
６
億
３
千
５
７
６
万
７
千
円

議
案
第
50
号

茅
野
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務

に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
関
連
す
る
条
例
を
整
備
す
る
も
の
。

問
ス
マ
ホ
認
証
が
で
き
る
時
期
の
見
通
し

は
。

答
国
の
戸
籍
・
住
民
票
の
法
令
整
備
は
進

ん
で
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
改
修
は
遅
れ

て
お
り
、
23
年
中
の
予
定
。
こ
こ
で
改
正
し

て
お
け
ば
、
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
た
時
に
使
え

る
よ
う
に
な
る
。

全会
一致で

可
決

全会
一致で

可
決

議
案
第
51
号

茅
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
戸
籍
等
に
関
す
る
証
明
手

数
料
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

問
ど
う
い
う
場
合
に
手
数
料
が
有
料
化
と

な
る
か
。

答
公
的
年
金
の
証
明
時
に
、
現
在
は
窓
口

で
は
無
料
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
有
料
だ
が
、

と
も
に
有
料
と
な
る
。

本
会
議
で
の
反
対
討
論

　
公
的
年
金
の
証
明
書
の
発
行
が
市
役
所
で

は
無
料
で
あ
っ
た
も
の
が
、
コ
ン
ビ
ニ
と
同

様
に
有
料
に
な
る
と
の
こ
と
。
年
間
約
千
件

し
か
発
行
が
な
い
と
は
い
え
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
中
で
手
数
料
が
無
料
に
な
る
の
な
ら
大

賛
成
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
便
利

に
な
っ
た
が
故
に
、
市
役
所
で
手
数
料
が
発

生
す
る
こ
と
に
は
ど
う
し
て
も
賛
成
で
き
な

い
。
そ
う
す
る
の
な
ら
、
公
的
年
金
の
住
民

票
・
戸
籍
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
発
行
を
や
め

れ
ば
よ
い
。

本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　
今
回
の
改
正
で
は
、
無
料
だ
っ
た
も
の
が

有
料
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

委
員
会
で
は
全
会
一
致
、

本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で

可
決

総務環境委員会
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民
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

今
ま
で
無
料
だ
っ
た
手
数
料
が
有
料
に
な
る

ケ
ー
ス
は
、受
益
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
誰
も
が
負
担
が
増

え
る
こ
と
は
歓
迎
し
な
い
が
、今
回
の
改
正
は

利
益
を
受
け
る
方
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
、受

益
者
に
そ
の
経
費
を
求
め
る
こ
と
は
、公
平
公

正
な
社
会
の
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

経
済
建
設
委
員
会
（
９
月
19
日
）

委
員
長　

両
角　
実
晃

議
案
第
44
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
玉
川
粟
沢
・
神
之
原
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、宅
地
開
発
に
伴
う
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

全会
一致で

可
決

問
道
路
幅
員
を
４
ｍ
確
保
す
る
場
合
と
、

６
ｍ
確
保
す
る
場
合
の
違
い
は
。

答
４
ｍ
の
確
保
に
つ
い
て
は
市
の
条
例
、

６
ｍ
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

法
に
お
け
る
、
３
千
㎡
を
超
え
る
開
発
行
為

内
の
道
路
の
施
工
条
件
。

問
宅
地
開
発
に
お
け
る
下
水
道
の
接
続
に

つ
い
て
。

答
今
回
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
開
発
業
者

が
道
路
内
の
下
水
道
を
全
て
整
備
し
、

公
共
下
水
道
ま
で
の
接
続
を
行
っ
た
。

議
案
第
45
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
豊
平
福
沢
地
籍
）

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
市
道
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な

全会
一致で

可
決

っ
た
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

議
案
第
46
号

白
樺
湖
下
水
道
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

議
案
第
47
号

白
樺
湖
下
水
道
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

茅
野
市
と
立
科
町
と
の
間
に
お

け
る
公
共
下
水
道
事
業
に
係
る

事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
に

つ
い
て

　
議
案
第
46
号
は
、
白
樺
湖
下
水
道
が
平
成

28
年
３
月
か
ら
諏
訪
湖
流
域
下
水
道
へ
接
続

し
た
こ
と
に
伴
い
、
白
樺
湖
下
水
道
組
合
を

解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

　
議
案
第
47
号
は
、
白
樺
湖
下
水
道
組
合
の

解
散
に
伴
う
事
務
を
茅
野
市
が
承
継
す
る
た

め
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
。

　
議
案
第
48
号
は
、
白
樺
湖
下
水
道
組
合
の

解
散
に
伴
い
、
立
科
町
か
ら
公
共
下
水
道
事

業
に
関
す
る
一
部
事
務
を
茅
野
市
が
受
託
す

る
た
め
、
規
約
を
定
め
る
も
の
。

問
議
案
第
48
号
に
つ
い
て
、
立
科
町
か
ら

委
託
さ
れ
る
事
務
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
茅
野
市
職
員
の
負
担
は
増
え
る
の
か
。

３議案とも全会一致で 可
決

答
事
務
量
は
全
体
の
約
２
割
で
、
事
務
負

担
の
量
は
変
わ
ら
な
い
。
な
お
、
汚
水

の
量
と
事
務
処
理
の
量
は
、
必
ず
し
も
比
例

し
な
い
。

議
案
第
54
号

茅
野
市
空
家
等
対
策
協
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

福
祉
教
育
委
員
会
（
９
月
19
日
）

委
員
長　

机　
博
文

議
案
第
52
号

茅
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
及
び
茅
野
市
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
及

び
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関

連
す
る
政
省
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

全会
一致で

可
決全会一致で 可

決

市道認定の現地調査
（玉川粟沢・神之原地籍）

市道廃止の現地調査（豊平福沢地籍）
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陳情　審査結果

番号 表　題 趣　旨 提出者
採決結果

委員会 本会議

陳情
8

「健康保
険証」の
存続に関
する意見
書の提出
を求める
陳情書

いつでもどこでもだ
れでもが安心して医
療を受けられるよう
に健康保険証の廃止
は行わず、現在の健
康保険証の存続を求
めることを、意見書
として国及び政府に
提出する。

長野県
保険医
協会

不採択 不採択

議
案
第
53
号

茅
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
に
係
る

規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

陳
情
８

「
健
康
保
険
証
」
の
存
続
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

マ
イ
ナ
保
険
証
は
全
国
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
い
る
が
、
健
康
保
険
証
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

解
決
を
す
る
。
事
務
方
も
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
な
処
理
が
で
き
る

の
で
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
は
反
対
。
よ

っ
て
採
択
。

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
で
あ
り
、健
康

保
険
証
は
義
務
で
あ
る
こ
と
の
整
合
性
が
と

れ
て
い
な
い
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
の

趣
旨
と
捉
え
、
現
在
の
健
康
保
険
証
の
廃
止

を
行
わ
ず
に
存
続
を
求
め
る
た
め
、
採
択
。

○ 

現
在
の
健
康
保
険
証
の
存
続
が
、
安
心
し
て

全会
一致で

可
決

賛成少数
により

不
採
択

医
療
を
受
け
ら
れ
る
理
由
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区
で
は
、

Ｄ
Ｘ
化
を
し
て
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る

と
い
う
の
が
根
本
的
な
基
本
方
針
で
あ
り
、

市
民
の
命
を
ど
う
守
る
の
か
と
い
う
論
点

に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
と
い
う

の
は
２
つ
並
行
し
て
あ
れ
ば
現
場
が
迷
う
。

１
つ
に
す
る
べ
き
な
の
で
、
不
採
択
。

○ 

ト
ラ
ブ
ル
は
事
務
作
業
に
よ
る
人
的
ト
ラ

ブ
ル
で
あ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
自
体
の
ト
ラ

ブ
ル
で
は
な
く
、
総
点
検
の
結
果
が
ま
だ

出
て
い
な
い
の
に
廃
止
や
延
期
の
判
断
を

す
べ
き
で
は
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取

組
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
第
一
歩
で
あ
り
、
医

療
や
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
必
要

な
取
組
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有

し
て
い
な
い
人
に
は
健
康
保
険
証
の
代
わ

り
と
な
る
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
る
の

で
、
現
行
の
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た

以
降
も
問
題
は
な
い
た
め
、
不
採
択
。

○ 

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
挙

げ
て
い
る
が
、
健
康
保
険
証
を
存
続
す
る
こ
と
が

解
決
に
結
び
つ
く
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
。
現
場

の
混
乱
に
対
し
、
迅
速
丁
寧
な
対
応
が
で
き
て
い

る
と
捉
え
れ
ば
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
一
本
化
へ
の

準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
と
聞
き
と
れ
た
。
未

来
永
劫
、
健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
の
趣

旨
が
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
直
結
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
不
採
択
。

健康保険証とマイナンバーカード

録画映像QRコード

　本会議や一般質問等の録画映像がホームページからご視聴いただけます。
実際の質問の様子、市側の答弁について、ぜひ動画でご覧ください。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、会議録の閲覧
もできますのでご利用ください。

議場で行われる本会議は録画映像でご視聴いただけます

茅野市議会 検索 会議録QRコード
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○…賛成　　　●…反対　　　退…退席　　　※議長は採決には加わりません。

番　
　
号
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結
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両
角
　
直
樹

梯
　
　
泰
弘

向
山
　
平
和

佐
々
木
美
智
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渋
澤
　
　
務

木
村
　
明
美

竹
内
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木
村
か
ほ
り

両
角
　
実
晃

東
城
　
　
源

机
　
　
博
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小
尾
　
一
郎

樋
口
　
敏
之

野
沢
　
明
夫

伊
藤
　
　
勝

望
月
　
克
治

長
田
　
近
夫

市　
　
長　
　
提　
　
出　
　
議　
　
案

42 令和 3年度永明小中学校校舎建設建築主体工事の変更請負契約について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 令和 3年度永明小中学校校舎建設電気設備工事の変更請負契約について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 市道路線の認定について（玉川粟沢・神之原地籍） 経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 市道路線の廃止について（豊平福沢地籍） 経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
46 白樺湖下水道組合の解散について 経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
47 白樺湖下水道組合規約の一部変更について 経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 茅野市と立科町との間における公共下水道事業に係る事務委託に関する規約について 経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 茅野市教育委員会委員任命の同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 茅野市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 茅野市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 総務 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 退 ○

52
茅野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例及び茅野市家
庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例について

福祉 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 茅野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 福祉 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 茅野市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例について 経済 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 令和 5年度茅野市一般会計補正予算（第5号）について 予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 令和 5年度茅野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）について 予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 令和4年度茅野市一般会計歳入歳出決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

58 令和 4年度茅野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 令和 4年度茅野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 令和 4年度茅野市国民健康保険診療所特別会計決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 令和 4年度茅野市水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分について 予算 認定
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 令和 4年度茅野市下水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分について 予算 認定
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 令和 4年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 令和 4年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65 令和 4年度茅野市泉野大日影財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 予算 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮
問 1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情 8 「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情書 福祉 不採択 ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

報　
告

7 専決処分の報告について
8 債権放棄の報告について
9 令和 4年度健全化判断比率及び資金不足比率について
10 株式会社ベルビアの経営状況について

議会一口メモ 　議長には採決に加わる権利がありませんが、可否が同数となった場合には可否を決定する採決権が与えられています。
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件　　　名 要　　　旨

机
　
博
文

1 農業政策に対する茅野市の対応
について

（1） 農業経営基盤強化促進法の一部改正における地域計画の策定と目標地図素
案の作成について

（2） 農業振興地域の整備に関する法律の改正における農用地の農振除外の考え
方について

（3） 農地法改正による権利取得時の下限面積要件の撤廃における課題について
（4） 畑地化促進事業の展開状況について

2
サンコーポラス旭ヶ丘の子育て
世帯向け改修部屋の展開につい
て

（1） 子育て世帯向け改修部屋の展開について
（2） 子育て世帯向け住宅の拡充について
（3） 今後の入居率向上に向けた取組について

両
角
直
樹

3 豪雨災害に関する対応について
（1） 豪雨災害の危険がある個所の把握について
（2） 豪雨災害時の避難所について
（3） 豪雨災害を想定した避難訓練の実施について

4
「茅野市DX元年」とした 2022
年から現在までの茅野市のデジタ
ル施策の進捗状況と今後について

（1） デジタル化に関する市民のニーズの把握について
（2） デジタル田園健康特区事業の現状について
（3） 茅野市DX基本計画策定の進捗状況について

佐
々
木
美
智
子

5 駅前再開発に新たな視点を
（1） ベルビア活性化推進調査委託について
（2） 茅野市の駅前広場基本計画の現況について
（3） 駅周辺地域の滞留空間イメージについて

6 「のらざあ」の課題解決に向けた運行施策と地域連携

（1） 乗合率向上と利用者増を繋げるための具体策について
（2） 利便性向上のための工夫策について
（3） 諏訪市、富士見町、原村との地域連携について 
（4） 公共交通の在り方について

渋
澤
　
務

7 茅野市生活環境保全条例に係る
開発行為の許可について

（1） 開発行為許可の概要について
（2） 盛土等を含む開発行為許可申請の現状について
（3） 盛土総点検結果について
（4） 開発行為許可申請に係る事前協議体制について

木
村
明
美

8 茅野市における防災の取組につ
いて

（1） 自主防災組織について
（2） 防災士について
（3） 防災対策の推進について

9
共働き世帯への就学、保育時間
外の子ども、子育て支援につい
て

（1） 学童クラブについて
（2） ファミリーサポートセンター事業について
（3） 病児、病後児保育について

竹
内
　
巧

10 御射鹿池周辺の観光ビジョンについて

（1） 交通渋滞の実態と改善策について
（2） 渋滞緩和に向けた横断的連携について
（3） 御射鹿池周辺エリアの観光振興ビジョンについて
（4） 振興ビジョンを推進するために各種団体を含めた総合調整を担う中枢はど

こですか

11 市民の声に耳を傾けた政策の進め方について

（1） まちづくり懇談会及び同アンケートで寄せられた意見の扱いについて
（2） 「市政への手紙」など行政に寄せられた意見・要望の扱いについて
（3） ベルビア 1階に取得した床利用の進め方について
（4） “ のらざあ ”に対する意見・要望、苦情対応について

９月定例会一般質問通告一覧 ①

茅野市の課題を問う !
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件　　　名 要　　　旨

野
沢
明
夫

12 選挙における候補者の政策や公約について

（1） 無投票となった選挙における候補者の選挙公報に関する事務手続きについて
（2） その際の選挙公報の公開は可能か
（3） 市長当選後の具体的施策や考え方の発表について

13 職員人材育成について

（1） 人材確保の具体的方法は
（2） 職員の自律主体的キャリア選択の方法は
（3） 部署横断的取組への参加の具体例は
（4） 学び、研修の見直し内容は
（5） 人事評価の向上策は
（6） 定年引上げに伴う職員活用策は
（7） 既存職員以外の採用方法の検討は

伊
藤
　
勝
14 ふるさと納税について

（1） どのように寄付額を増やそうとしているのか
（2） 返礼品の開発について
（3） 返礼品業者の選出方法について
（4） 委託業者「さとふる」に移行した理由

木
村
か
ほ
り

15 茅野市のいじめ問題の対応について

（1） 茅野市のいじめ、不登校の現状について
（2） いじめ問題の対応について
（3） いじめ問題対策連絡協議会について
（4） 今後の対応について

東
城
　
源
16「行財政改革待ったなし！」の対応について

（1） 特殊要因は
（2） 歳入の確保について
（3） 公共施設の統廃合について
（4） 令和 6年度予算編成について

両
角
実
晃

17 観光地の災害時における市の対応について （1） 市の対応と今後の課題について

18 レイクリゾート構想について
（1） 構想の進捗状況について
（2） 構想を展開する上の課題について
（3） 今後の展望について

向
山
平
和

19 18 才までの医療費無料化について （1） 現在の進捗状況について

20 小中学校給食費の無償化について

（1） 学校給食は学校教育の中でどのように位置づけられていますか
（2） 食材費高騰による市の補助の継続について
（3） 小中学校給食費の無償化について

梯
　
泰
弘
21 時代の転換期を乗り越えるための人材活用について

（1） 人財育成ビジョンの策定の経過について
（2） 人財育成ビジョンを実現していくための組織体制について
（3） 職員の処遇について
（4） 人材の流動化への対策について
（5） 業務の見直しについて

望
月
克
治

22 マイナンバーカードのトラブルを受けた総点検について （1） 茅野市は総点検を行う自治体となっていますか

23 観光地としての災害対応について

（1） 茅野市地域防災計画に来訪者への対応は入っていますか
（2） 災害時における来訪者への情報提供は検討されていますか
（3） 災害時における来訪者の避難所は検討していますか

24 デジタル田園健康特区の現状について

（1） 実験は民間企業が実施することになっています。市はどういった立場にな
りますか

（2） 個人情報の保護について、責任はどこが負うのですか
（3） 情報管理について、利用者が理解したうえで使える仕組みとなっていますか

９月定例会一般質問通告一覧 ②
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　後日、生徒のみなさんか
ら素敵な寄せ書きが届きま
した。
　見学のお礼と共に、議場
で緊張したこと、貴重な体
験ができたこと、議会のこ
とが分かったなど、当日の
感想が書かれています。

どうも
ありがとう！

机博文議員（金沢）と事務局職員より説明を受ける

議席に着席、ちょっと緊張？ 実際に討論を体験

　7月 11日（火）、金沢小学校の 6年生 14名が茅野市議会を訪れ、議会の仕組みや役割を学習
しました。そのあと議場に移り実際に討論を体験、茅野市の未来について意見を交わしました。

金沢小学校 6年生　茅野市議会訪問議会トピックス
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討論 茅野市をよりよくするために、どのようなことを
取り組んでいくといいか

子どもたちから出た意見
ソーラーパネルを少なくして、緑をたくさんにしたい。
空き家が増えている。空き家をリノベーションして展示物を飾り、みんなに見てもらったらどうか。

　→賛成意見：私の家の隣に空き家がある。花を植えたらどうか。
すぐに買い物ができる茅野市にしたい。

　 大きなお店がない。　→賛成意見：大きなお店がなくて、遠くまで行かないといけない。
　 お年寄りが買い物できない。　　 遠くまで行かないといけない。
みんなが明るく元気な茅野市にしたい。

　 明るく元気にあいさつする。　　 老人ホームに行って、お年寄りも元気にする。
自然を大切にする茅野市にしたい。

　 小さい子など多くの人に呼びかけられるように、ポスターを貼る。
茅野市に公園を増やしたい。

　 人気のある遊具を増やす。　→賛成意見：公園に遊具がなくなると、遊ぶ場所がない。
　 体を動かすことは健康にいい。
給食費がかからない茅野市にしたい。

　 そのために税金を上げる。　→反対意見：今でも消費税 10％で高い。
公園の遊具を増やす。子育てが楽な茅野市にしたい。
茅野市の公園について、金沢地区には一つしかないので、緑を活かした公園が欲しい。
子育てがしやすい茅野市にしたい。

　 遊び場、公園を増やす。　　 親が休める場所。
病気を治す茅野市にしたい。

　 病院を増やしてほしい。
譲り合える、他の人のことを考える茅野市にしたい。

　 バスにポスターを貼る。
自然を増やす茅野市にしたい。　→賛成意見：茅野市の自然を大切にしたい。
公共の施設を増やして、どこに住んでいても居場所・買い物ができる場所を増やす。

　→賛成意見：子育てが初めての人は、どうしたらいいか分からない。

担任の両角孝之先生と議長役の大島遼君

活発な意見が交わされました！
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市議会の本会議及び各常任委員会は誰でも傍聴が
できます。予約の必要はありません。
本会議の傍聴を希望される方は、直接議会棟 3階
までお越しください。事務局への連絡は不要です。
なお、委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会
事務局までご連絡ください。

過去の行政視察については
議会ホームページからご確認
ください（QRコード ）。

みなさんも傍聴にお越しください！
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次号（第 48号）予告
常任委員会行政視察報告
市議会では市政の発展と向上のため、委員会ごとに視察目的を定め、先進的な他の
自治体等を訪問して研修を受けています。今年は下記のとおり視察を行いました。

総務環境委員会　　令和 5年 10月 25日（水）～ 10月 27日（金）
まちラボ学生プロジェクト支援事業について（福島県白河市）
医療分野における国家戦略特区への取組みについて（宮城県仙台市）
再生スマートコミュニティ事業について（福島県相馬市）

経済建設委員会　　令和 5年 11月 8日（水）～ 11月 10日（金）
民間を主軸にした官民協同による複合的中心市街地活性化事業について（北海道富良野市）
地域再生コンパクトシティの取組みについて（北海道室蘭市）

福祉教育委員会　　令和 5年 11月 8日（水）～ 11月 10日（金）
少人数学級の取組と成果について　離婚前後の子どもの養育支援について（兵庫県明石市）
子育て応援施策「11の鍵」について（兵庫県相生市）
地域包括ケアの取組について（岡山県総社市）

市民のみなさまにお願い 　　議員の寄附行為禁止について
公職選挙法により、選挙区内における寄附行為が禁止されています。

●  政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
●  政治家の関係会社等の寄附の禁止
●   後援団体の寄附の禁止
●  年賀状等のあいさつ状の禁止（答礼のための自筆を除く）
●   あいさつを目的とする有料広告の禁止

区、自治会や各種団体等での行事や催事へ議員をご案内いただく際には、必要経費分としての
会費を明示してご案内いただきますようお願いします。

贈らない！もらわない！求めない！

12月定例会本会議予定
11 月 29日（水）　開会、提案説明、先議案件採決
12月  6  日（水）　議案質疑、委員会付託
12月  8  日（金）　一般質問
12月 11日（月）　一般質問
12月 12日（火）　一般質問
12月 19日（火）　委員長報告、採決、閉会
※上記は予定です。11 月 27 日開催の議会運営
委員会で日程が確定します。
　詳しくは議会ホームページでご確認ください。

各委員会の視察の詳細は、市議会だより第 48号（3月 1日発行予定）でご報告します。

茅野市議会 検索


